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11 月 15 日 長野地方裁判所松本支部にて、無罪を勝ち取る会が取り組んでいる要請書（署名）を提出い

たしました。 

「自分の施設でも起こりうること、他人事ではない」、 

「親が介護を受けてますが、この事件は冤罪です。近所を回って署名をとってます」 

「母親大会で聞きました。協力します」 

全国からこんな声と共に集まった９９，５６３筆の署名です。 

国民救援会中央本部からは瑞慶覧副会長が同席くださいました。勝ち取る会

事務局では、さらに広範な方に広げて頑張ろうと話し合っています。 

※その後も署名は集まっており、 

1/27 現在の到達は 16万 2808 筆です 

 

国民救援会の支援が 10/26-27 第 2回中央常任委員会にて決定されました。 

 

 
 
 
 
 
 

 

特別養護老人ホームあずみの里   松田 賢   

小規模多機能居宅介護施設おひさま 寺松 理絵 

11/29～30、栃木県は鬼怒川温泉にて、北関東甲信越の民医連より、東京、神奈川、千葉、埼玉、山梨、
群馬、新潟、茨木、栃木、長野の 10 県より、各事業所の管理者、職責者、主任が集まり医療・介護をめぐ
る情勢と職責者の役割について学びあいました。 
一日目の特別報告として、裁判の概要と経過、現場の実態、支援のお願いをさせて頂きました。 
多くの方が質問を寄せてくださり、各県連での関心の広がりを感じました。また、参加されていた新潟民

医連の方からは、『隣県でもこの話題が上がっていて署名活動も頑張りました。何か力になれることがある
かと思い、裁判所にも出向いています。一緒に頑張りましょう。』と激励を頂き、支援の輪の広がりを実感
しました。 
総勢 77 名の研修参加の皆様のおかげで、裁判報告と支援の呼びかけに参加県連全てから大変多くのカン

パを頂く事ができました。この場をかりましてお礼申し上げます。 
カンパ頂いた皆様の気持ちも乗せて、今後の無罪を勝ち取る会の運営に必ず役立てていきます。 
多くの方のご支援に感謝申し上げますとともに、今後とも引き続きご協力、ご支援のほどよろしくお願い

いたします。 
 

↓こちらから署名用紙をダウンロードできます 

http://www.mintyo.or.jp/min-iren/ 
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裁判所に署名を提出しました 

 

国民救援会の支援が決定しました 

 

全日本民医連 北関東甲信越・関東地協 介護事業所職責者研修会 にて支援とカンパの訴え 

 

他にも各地で学習会の開催、署名、カンパなどの支援を頂いております。ご協力ありがとうございます。今
後ともよろしくお願いいたします。 
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